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.マボウ/の學名は D. japomda(_S：eb. et Zucc.) Hutch •(良 93) ■と改められた a 併.しこ 
の兩屬の區別は下位子房及び果實が一個づつ分離して居るか，又は全く癒合して肉質球 
形の聚合果をなすかだけにあり,中井博士同樣私はこの兩屬を合一すを說に賛成;^あ 
り，尙命务上の問題に就ても私馬があるが，それは項を改めて發表する積で居る。 

Stearn 博士は ‘Nomenclature and synonymy of Allium odorum and A. tuoe- 
rosum ， と題し Herbertxa 11 : 226-245, pi. 263-267 (1946) に主としてニラの學名に 
就て書いて居る。'先づ明かに'區別できる二種の植物が A .odorum t. 6名の下に•混合. 
されて居る事を述べ，そ©異同點を擧げた。一ゆ A.r.ct/inosum L. で 6,7 . 月に開花'し 
5 花被《長さ 6~l0mm で狹長斜上し，白色で背面中肋は紅色を帶び，雄蕋は花被の約 [ 
半長，蒴は中央以下で最も幅廣く，主に南部シベリア原產であり，他の A. tuberosum 
:. « 8~^0 .月開花し，.花は小形で平開し，花被は長さ 4~7mm で白色,, . 背面中肋淡綠又 
は帶褐色をおび，雄蕋は花被の 4 / 5 長，蒴は上半に於て最も輻廣く，：東南アジア原産で 
.ある觀等が主な區別である。次に學名の問題を論じ文献を.まとめてある。 A.ramosum 
X. (1753), (p. 238〕 は Gme】in，Fl. Sibir. 1 : 1. 11，1 1や Bot. Mag. 1. 1142 等で圖解さ 
.れ， A. odorum L. (1767), A. tataricuvi L. f.(1781)_ はこの異名であ 令 B . ん fet&e 卜 
osurn Rottler ex Spren^el (1825) (p. 239) は ニ ラ〔蓮〕で，■この學名の發表に至る迄： 
の經緯や基準標本を檢した結果を詳しく述べその寫眞も掲げてある。又ん uliginosum 
'G. Ddn (1827)， A. tuberosum Roxb. (1832) 等がこ p 異名である事を•考證して居る 》 
Trokhanov (1931) が ニ ラに採用 Ufe A.chinense G. Don (1827) it. A. triquetrum 
: Lour. (1790) に基いた;ものであるが，花が ‘dilute violaceus’ ■とある黯等符合せずよ 
く分らゆ潼類であると云 ふ。 尙 A. Thunbergii G. Don (1827) (p. 239) に就て述べ， 
この 基となるべき’ Thunberg 標本室} こん odorum. と してある 2 枚の標本は， 一は二 
ラ であり，他は ヤマ ラツ キヤウ （A. japomcum Regel CI 8 75 ) で,, 明かに後者を基準標 
本と考ふべきであるとなし，兩標本の窵眞が載铨てある。終りに Regel の AWiMm 屬 
の節の區分は不滿足であり， 4fi こ Sect. Rhizirideum は3 節に 分けるべき 事を提唱し 
■た。更に A. odorum group 及びこれに近緣の A.mderiense group に屬すろ凡ての 
種類の出典と檢索表を掲げてある。、 . 1 

〇赤の学 Q つく植物名〔前川文夫） ン: 

色としての赤は一番目立つもの故，これに基づく植物： D 名咚多い a もつともとの場合 
:には色彩上の嚴密なものではなくて，赤を中心にして一方は黃赤色へ，他方ゆ紫色に迄 
.及ぶ，_むしろ多ぐは靑（綠〕や白との對照の上から，比較的： D ものとして附けられて"居 
ると見て.よい 0 その中でアカメガグハ（芽)，アカバナ,〔花),，アカモノ C 桃の意で’僞果 ;)， 
7；カネ（地下莖)などは着色部をその儘命名上にも使つて居つて端的にわかるし又響も 
よい。しかし皐なるアカの,接頭語のものはアカザ.〔若い葉〕,アカシデ（夏の若葉)，アカ 

ダョウマ C 葉柄脚と莖)，アカマツ（樹幹)，アカソ（莖面卜藤柄)，アカガシ :（ 材幹の画 11 
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或は芽立の毛),アカヤシホ〔花)，ァカナス（果 )， アカエンウ（花と種皮）:などみ耳に.: 
は i いが說明には不足する。一方アカジク、アカゲ -， T カバ。アカミヤク~•などはま 
ことに響きが悪い。-新ら.しい茜をつける時に音韻上の優秀と說明上の滿足との間の調節' 
は存外にむづがしいものであることを痛感する。 ' 

' . . 11 ノ ： . 

〇支郝産のハクチヨウゲ （久内淸孝）、 

最近林業試驗場の林-榮氏が同試驗場內で一種のハク)チヨウゲを見出された。これは 
Handel-Mazzetti ^ Senssa serissotdes Druce として Symbolae Sinicae で扱は:. 
れたもので，從來 S . Demofcn’fm BailL の咨で知られ，ま fc Plantae Wilsoniae Vol . 

,III K Leptodermis nervosa Hutchinson として當時新しぐ記載された.ものである 0 
一見，我國の'ン，チヨウゲの樣に見えるが，柱頭は二叉し，馨裂斥$披針形で約 Smm 邊 
.緣う睫毛があ.る。•和名は無い樣であるが都內に進出する樣になると和名が人用になる。 

OMoricandia を橫濱て'•とる C 久内淸孝） 

余は橫濱市山手町で一撞の Moricandia を得た （27 VII ，1945)。 そうして，それは M .' 
arvensis DC . で-.'ある与考える。從来中國各地から翔られで居る Orchoplvmgmus - 
vtolascens O . E . Schulz ( = M . sonchifolia Hook .) オホアラセイトウとは別の もの' 
で，歐細原産のものと思ふ，莖葉は廣楕圚狀で抱莖脚，殆んど全緣又は粗齒緣，•葉身は- 
ぐ 長さ 2-18 cm . 幅 2-7.5 cm , 兩面無毛， Tffi 帶白色。,花は紅。角果方形長さ約 9 -5 cm 
. 先端は方形を呈せず嘴狀，、嘴狀部の長さ約 2 cxn 。 種子比汚褐色，や乂拄狀，長さ 2 mm 
:,(:角果の方形を呈するは/各心皮が孤狀を呈せず，其中肋を境として各半が直角に近く 
.彎曲 b 各心皮の中肋.と，兩癒合緣夂で四棱を現すによる。果實裂開に際しては嘴狀部 
を殘し，/心皮のみ離脫十，故に嘴狀部は兩癒合縁の吝により構成せらる，.當然のことな 
. がら附記す)。和名は未だをきもの X 如しン依て屬名に名を殘したる S . Moricand を記'. 
念して，モリカンドソウとするか，又は同氏の國籍に因みイタリアソウとでもしたらよ 
. いと思ふがいか公、でしよう。實物は東京科學博物館の腊葉室にをく。’ ' 

* 和咨を有する近緣のものとしては，中井博士が植物學雜覉 . S 7 〔1923) p. 69で，朝鮮- 
のものに與えたオホアラ? セイ トウがある（北川博士は滿洲國植物,考にハナダイコ：/， 

ハナス、，’ンロを併記されたが，この二名は植物名彙によれば Hesperis matnnahs L:nn 
の名であるから，伺一物であることが證明されない限り用ひたぐない）が，今余がこ v 
- 弋紹介するものは，出来ることなら，他屬と混同され'ない樣な名が欲いので，敍上の樣. 
な新名を考ぺたのである' . 

〇ウスイ〇ヤクシサウ （新品®)(津山尙） . 

1945年11月15日，武州天覽山に於て資源科學硏究所植物學部の一行が採集を試- 
みた際， 頂上附近に於てヤクグサウの花色が極淡黄色で，あだかもアキノノゲグのそれ 
の如きものを二株發見した。.その時一行中の粗山泰一氏とはか.り ， forma pallescens - 
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